
神戸の将来を考えるワークショップ（WS）の結果報告 

■概 要 

次期基本計画の策定に向けて、市民との協働と参画による WS を開催し、｢2025 年の神戸

に現れるかもしれない望ましくない結果｣とそれをもたらす因果関係を導き出し、次いで、

その因果関係の中で望ましくない結果をもたらす根本的な問題を抽出し、さらにその問題

解決のために市民・事業者・行政が取り組むことについて、知恵や意見を出していただい

た。このような手順で WS を進めるにあたっては、制約理論（TOC）の考え方を取り入れた。 

本 WS では、市政アドバイザーを中心に市民の方に継続して参加をいただいて、連続３回

実施した。その間、WS の結果を整理するための中間 WS を 2 回実施するとともに、因果関係

を専門的な対場から補足するため、次期基本計画のあり方懇話会の委員や行政を含む関係

者からご意見をいただいた。 

また、WS の開催にあたっては、(財)神戸都市問題研究所と共同で実施し、進行役を同志

社大学 立木茂雄教授にお願いした。 

 

 

 

みんなが主体となって協働と参画によって、まちづくりを進めよう！！ 
2025 年の神戸の問題を解決する取り組みの中で、特に有効と思われるものにつ
いて WS 参加者が投票を行った。（参考資料 ２） 

課題の把握 因果関係の整理 

根本問題の確認 

問題解決のための、 

各主体の取り組みの検討 

予想される社会潮

流の中、2025 年の

神戸がどうなって

いるかよくわから

ない。 

2025 年の神戸の

まちに現れるかも

しれない望ましく

ない結果を出し合

う。 

望ましくない結果を整理し、問題相互の因

果関係を導き出す。 

問題相互の因果関係図を作成し、大きく６

つのテーマ（①コミュニテイ、②まちな

み・魅力、③家族、④環境、⑤安全・安心、

⑥所得・雇用）に分類を行う。 

今回のワークショップの検討フロー 

６つのテーマから特に市民生活に関係の

深い 5 つのテーマ(①コミュニテイ、②ま

ちなみ・魅力、③家族、④環境、⑤安全・

安心)を取り上げて、その因果関係図を充

実させる作業を行う。 

因果関係図の中で望ましくない結果をも

とらすきっかけとなる問題で、かつこれな

ら手が打てるのでは、と思われるものに、

WS 参加者が投票する。 

投票結果と因果関係図の整理をし、複数の

テーマに影響を与えていると思われる根

本的な問題を３つ抽出する。（参考資料１）

①マナー・モラルが低下する。 
②地域への参加・助け合いが難しくなる。

③行政に対する市民の信頼が低下する。 

抽出した３つの根本的な問題を解決する

ために（①マナー・モラルを高める②地域

への参加・助け合いを進める③行政の信頼

を高める）、市民、事業者、行政が取り組

むことについて知恵や意見を出し合った。
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第 1 回 WS（6/28） 

中間 WS 等＋ 第 2 回 WS（9/6） 

第 2 回 WS（9/6） ＋ 中間 WS 等 第３回 WS （11/8） 

第３回 WS（11/8） 



 

家にひきこもって
近所の人との交
流がなくなる

家庭・地域・学校
で、他人を思いや
る心やマナー・モ
ラルが低下する

住環境の低
下（緑・空気・
街並・文化）

＜家族＞
（少子化がも
っと進む）

子育て世帯が
減る

年金・退職金
のシステムが
うまくいかない

ネット社会が
さらにすすむ

地域とのつな
がりを求めな
い人が増える

地域活動の担
い手や、参加
者・機会が減る

地域コミュニティ
の再生や住民の
地方自治への参
加が進まない

＜安全安心＞
（漠然とした不安）

(外国から来る
人が増える）

(市の財政が
破綻する）

外国人の新入
居者を積極的に
受け入れられな

い

他人だから信用できな
いと言って、地域内の人
どうしで監視しあうギス
ギスしたコミュニティにな

ってしまうかも

ゲームやネットが使
えないと、他の人と
コミュニケーション
がとれなくなるかも

しれない

子どもによる
つながりが減

る

隣保の細分化で
横つながりがあま
り無く、顔馴染み
が少なくなってくる

地域の人が
集まる場所が

ない
(近くにない）

魅力のない街と
なり、人離れが
進む（コミュニテ
ィを求める人）

コミュニティが
二分化される

かも

専門分野の担い
手が減って日常
生活に支障が出

るかも

生活や文化の
担い手となる中
間層がやせ細る

地域のイベン
トがなくなる

婦人会などが
消える

地域活動の
担い手や参加

者が減る

高齢になっても
働き続ける社会
になっているか

も

地域コミュニ
ティへの参加
の機会が減る

転職や転勤で
住居の移り変
わりがはげし

い

自治会など必
要な組織がな
くなるかも

地域活動に参
加する時間が

ない

小学校の統
廃合が進む

地域の単位
が広範囲にな
るとまとまりに

くい子どもが外で
（公園等）遊ばな
い。遊べない。
安全じゃない

地域の行事
が継承されな

い

＜再掲＞ネッ
ト社会がさら
にすすむ

＜所得＞
地域内におけ
る所得間格差
が発生する

（高齢化がもっ
と進む）

子どもをつな
ぎとした付き
合いが減る
〔家族〕

（高齢になって回り
に助けを求めても）
高齢者ばかりで手
を貸してもらえない

かも

コミュニ
ティがくずれ
てしまうかも

地域社会での
交流や信頼関
係が弱まる

道徳教育を教え
る先生がいなく
なって道徳観念
が歪んでくる

災害時に助け合
わなくなってしま
う＜ｺﾐｭﾆﾃｨ＞

数が少なくなるのは
仕方がないとしても
空港は存続へ努力

してほしい

行政に対する市
民の信頼が低

下する

警察力が低下す
る

都市の防災機
能の強化が図ら

れない

（公共の建築
物が老朽化す

る）

世界経済の
動向の不透
明感が増す新型インフルエ

ンザが流行する

（外国から来る
人が増える）

＜ｺﾐｭﾆﾃｨ＞
高齢になっても働
き続けているかも

観光向けの路線
がなく利用者が

伸びない

市民が参画し
た内容を無視
した市政を行

う

まちにイノシ
シが出る

地球温暖化の
影響予測が甘い

空港がなくなる
かも

緊急時の物資
輸送が大震災
の時と同じく混

乱する

生活環境が
悪化してくる

介護してくださ
る人手が不足し
病院に行けず
孤独死が増える

高齢者の負
担が増える

山を削って高層住
宅がたつけれど市
はどの様な基準で
許可しているのか

将来への漠然
とした不安が

高まる

安心して生活
ができなくなる

＜所得・雇用＞
神戸に企業立地
の魅力がなくなる

将来の年金が
不安になる

所得・雇用
の見通しが
たたない

市民の行政
への関心が
低下する

＜家族＞
病院に行けず
孤独死増

餌付けする人
がいなくなら

ない

家庭

地域防犯・防災
力が低下する

＜再掲＞
安心して生活
ができなくな

る

＜所得＞
地域内におけ
る所得間格差
が発生する

街のスラム化が
すすむ

安全な街にな
らない(犯罪・
防災・食）

社会のあらゆる
ところにリスクが
潜むようになる

新しい病気が流
行する

テロ発生の確率
が高まる

＜所得＞経済の
グローバル化がさ
らに進行する

ルールを守ら
ない人が増え

る

同居も近居
もなくなる

少人数世帯
が増える ＜コミュニティ＞

家庭・地域・学校
で,マナー・モラル
が低下する

住んでいて不
安になる

生活様式の異
なる人が一緒
に住むように

なる

相互の理解が
進まない

行政の説明
責任が形骸

化する

共同と参画
のミッション
がうすれる

災害対策費
が増大する

都市災害の
増加

南海・東南海
地震が発生す

る

災害危険地域
からの移転促
進に失敗する

乾燥や手入
れ不足で火事

が増える

＜所得雇用＞
駅周辺からの居住
誘導（コンパクトタウ
ン）に失敗する

行政サービス
が低下する

「福祉の心が通う生活充実のまち」
の実現に失敗する

＜所得雇用＞
（雇用がなけれ
ば定住人口も
若年人口も増
えない）

結婚できない
人が増える

少子化がもっ
と進む

教育環境が厳
しくなる（競争
がはげしくな

る）

(労働力人口
が減少する）

夫婦とも共稼
ぎ世帯が増え

る

高い教育を受
けないと正規
就労が難しい

介護保険制度の下
では子どもを生み
育てることに対する
メリットがないと思う

人が増える

(交通機関の利
用者減少）

(住宅需要
が減少）

(インフラが遊
休化する）

＜所得雇用＞
(買い手市場に
なる）

相対的に子育
ての魅力が減

る

子どもの学力
が低下する

子が親を大切
にしない

子ども１人あ
たりの親の介
護の負担が

増える

子育てをサポ
ートしてもらえ

ない

社会性が身に
ついていない
大人や子ども
が増える

先生が学童を
しかれない

子育て・教育
の費用が増大

する

子育てしづら
い街になる

家族の「個
人」化がさら

に進む

＜安全安心＞
（介護の人手
が不足）

子どもを産み
育てたいと思
う人が減る

子どもを産み
育てることが
できない人が

増える

＜所得雇用＞
低所得で生活
が苦しい人が
増える

子育て支援のサ
ービスが充実し

ない

正規雇用者
は長時間労
働を強いられ

る

出産をより負担
に思ったり不安
に感じる人が増

える

高齢単身世
帯が増える

人口が減少す
る

介護をサポー
トするしくみが
充実しない

教育格差が
固定する

低所得で子ど
もが産めない
人が増える

家族の団欒
がなくなる

子どもを産み育
てることもライフ
スタイル選択の
一つになる

(少子化が進
む）

家族の関わり
より自分の利
益を優先する
ようになる

家庭でのしつ
けができない

地域が子どもに
おせっかいをや

けなくなる

異年齢の集
団で遊ばなく

なる

＜再掲＞子育
て・教育の費用
が増大する

＜所得雇用＞

外国人医師
の参入障壁

が高い

産婦人科医
は勤務体制
が厳しい

価値観が多
様化する

地域の中で子育
てを楽しんでいる
ロールモデルにな
る人がいない

他人に関心をも
たない・もてない
冷たい人間が増

える

産婦人科医
が減少する

子どもを預かっ
てくれる場所が

ない

病院に行けず
孤独死増
〔安全安心〕

孤独死が増え
る

子どもがいても
働けるような環
境が整わない
〔安全安心〕

産婦人科医
は訴訟リスク

が高い

安心して遊べ
ない〔環境〕

金持ちが流出し
たり、出てこない
と跡地がマンシ
ョン化してゆく

住んでみたい
街としての魅力

が減る

都市の緑の
手入れが行き
届かなくなる

街がゴミ捨て
場になってい

る

（外国企業流出)
高い技能や知識
をもった外国人や
外国企業がいなく

なる

＜所得雇用＞
福祉産業以外の
対個人サービス
業が衰退する

＜所得雇用＞
さまざまな企業が市
内から出ていく

都心のオフィ
ス需要が下が

る

都心の高層マ
ンションが増

える

利便性の高い場
所への居住の
傾向が高まる

＜所得雇用＞
（市内の事業所が
減る）

高層マンション
は事務所ビルに
比べて圧迫感が

ある

整ったまちな
みがくずれる

美しいまちの
景観が消え去

っていく

隣人とのコミ
ュニティが希
薄になる

神戸がハイカラ
なまちでなくなる

まちが汚くな
る

（若者がいなくなる）

＜所得雇用＞
高付加価値型産業
に対応した人材の
育成や誘致に失敗
する

外から来る人に
わかりにくいまち
になっている

交通の便が
悪くなる

無計画なビル
が乱立する

大規模な用地
が放出される

土地所有者は、
利益をうまない
土地は処分する

人口流出増・
流入減

利便性の高い場
所にある未利用
地が住宅開発さ

れる

＜所得雇用＞
神戸が都市間
競争に負ける

(交通機関の利
用者が少なくな
る)

外国の人に住
みやすい環境
が失われる

全国規模のチ
ェーン店が神
戸を侵食する

＜所得雇用＞
経済のグローバ
ル化がさらに進行

する

神戸統一ブラ
ンド戦略に失

敗する

景観を守る関
心が住民・企
業にない

景観を守る関
心が行政にな

い

住民の地域
への関心が

弱まる

郊外では空き家
や空き地が増え
る〔ｺﾐｭﾆﾃｨ〕

マンションに
空室が増える

郊外部の住宅や
NTがオールド化
する

＜所得雇用＞さま
ざまな企業が市内
から出ていく

企業の本社
機能が出てい

く

Ｃ

地球環境問題
が大変深刻化す

る（温暖化）

京都議定書が
守られるだろう

か

製造業のCO2排
出量削減が達
成できない

温室効果ガス削
減目標が達成で

きない

公共交通の利
用が進まず自動
車の利用が減ら

ない

ゴミの焼却量が
減らない

低公害車の導
入が進まない

リサイクルが徹
底されない

船の排ガス規制
で港がさびれな

いか

航空機のCO2問
題で空港がさび

れないか

外来種が増え
て日本古来の
生物が絶滅す

る

国際条約ルー
ルを守らない

国際交流が
増える

気象変化で
様々な問題が

起こる

企業や家庭での
ゴミの排出量が

減らない

企業や家庭での
省エネの取り組
みが進まない

ゴミ出しのルー
ルが守られない
（不法投棄）

製造業全般で規
制が強化される

＜所得雇用＞
（市内製造業が海外との競争
に負け、集積がなくなる）

＜所得雇用＞
経済のグローバ
ル化がさらに進
行する

手間をかけたり
不便になること
への抵抗がなく

ならない

企業が規制強
化をネガティブ

に捉える

省エネなどの技
術開発がなされ

ない

（環境基準を満
たさないなど）経
済活動に支障が

出る

地球環境問題に
対する国際協調

に失敗する

生物の多様
性が失われ
生態系が変

わる

「自分だけよけ
れば」と思う人が

増える

環境を優先すべ
きという社会的
な合意形成が図

られない

住民のガバナン
ス意識が根付か

ない

雇用がなけれ
ば定住人口も
若年人口も増

えない

（個人住民
税が減る）

低所得で生活
が苦しい人が

増える

正規雇用者は
職を失わない
ためにますま
す激務になる

雇用がなくなる
(少なくなる）

失業者が増え
る

市外から市内
へ働きに来る
人が減る（昼間
人口が減る）

市内で仕事に
つけない人が

増える買い手市場に
なる

失業者は低賃
金の職につか
ざるを得なくな

る

非正規雇用
者が増える

賃金水準が
低下する

今より
市内の事業
所が減る

地域内におけ
る所得間格差
が発生する

高付加価値
型の産業構
造への転換に

失敗する

グローバル化
に対応できな

い

市内製造業が
海外との競争
に負け、集積が

なくなる

神戸に企業立
地の魅力がな

くなる

さまざまな企
業が市内から

出ていく

既存産業の
高度化が進ま

ない

新産業がおこ
らない

世界規模で都
市間競争が
激化する

神戸が都市
間競争に負け

る
港湾もさらに
衰退する

アジア諸港の
台頭により港
間競争が激

化する

コンテナの国
際標準化から
日本が取り残

される

（外国企業流
出）

「次代を支える経済躍動のまち」
の実現に失敗する

経済のグロー
バル化がさら
に進行する

（今より市内の
事業所が減る）

<家族>子育てしづ
らいまちになる

若者がいなく
なる

（労働力人
口が減少す
る）

＜まち魅力＞
おしゃれなまち
やイベントがな
くなる

<まち魅力>
空港がなくなる
かも

若者たちの将
来の目標にな
るような魅力の
ある職業がな

い

「まちなみ・魅力」

「家族」

「コミュニティ」

「環境」
ゴミ・エコ・グリーン

「安全・安心」

「所得・雇用」

熱帯性感染症な
ど新しい病気が
発生する〔環境〕

（社会保障サービ
ス費が増える）

（扶助費が増大す
る）

（住宅街のスラ
ム化など）地域
の局地的課題

が増える

郊外部の住
宅地やNTが
オールド化す

る

市内の空き家
が増える

ベッドタウンが
ゴーストタウン

に

神戸市が破綻
する

住民がいなく
なる

市内人口が
減る

域外への流出
人口が増える

域内への流入
人口が減る

働く場が少な
くなる

基本理念「世界とふれあう市民創造都市」
の実現に失敗する

＜所得・雇用＞
今より市内の事
業所が減る

緑が減る
〔環境〕

ゴミ処理工場や
処分地がなくな

る

子どもたちが安
心して遊べる場
が減少しつつあ
る〔安全安心〕

神戸のブランド
力がおちる

市の財政が
破綻する

市の歳出が
増える

市税収入が
減る

市債の返済
不能に陥る

個人住民税
が減る

＜所得雇用＞
低所得で生活
が苦しい人が
増える

法人・事業所
税が減る

地価の減少に
よる固定資産
税収入が減る

地価が下がる

住宅需要が
減少する

(労働力人
口が減少）

インフラ（道
路・公園）が
遊休化する

インフラ（道
路・公園）の
維持管理には
お金がかかる

社会保障
サービス費
が増える

扶助費が
増大する

街の生活機
能が維持でき

なくなる

インフラ（水
道・下水）が
遊休化する

交通機関の
利用者が少な

くなる

インフラ（水道・
下水等）の維
持管理にはお
金がかかる

インフラ(水
道・下水等）
が老朽化する

交通サービス
が維持できな

くなる

（ベッドタウンがゴ
ーストタウンへ）

福祉ニーズの
増大

超少子化・高
齢化が急速に

進行する

労働力人口が
減少する

３K職場の働き
手がさらに少な

くなる

労働力をはじめ
として外国人定
住者などの大き
な移動が始まる

外国から来る
人が増える

＜ｺﾐｭﾆﾃｨ＞外
国人の新入居者
を積極的に受け
入れられない

<所得雇用>
市街地の商店
街や市場がもっ
と衰退している

＜所得雇用＞
今よりもお客さ
んが少なくなる

一人あたりの
購買額が減

少する

＜安全安心＞
漠然とした不安

高齢化がもっ
と進んでいる

（個人住民税
が減る）へ

貧困や低所
得に陥るリス
クが高まる

世帯人員が少な
くなることで家族
の支えあいの仕
組みがなくなる

親との同居世
帯が減る

単身世帯が
増える

就業時間が長
時間になり弱
い立場の人が
増えてくる
〔安全安心〕

都市開発のた
め緑が減少して

しまう

＜家族＞子どもが
いても働けるような
環境が整わない

（街の生活機能
が維持できなく
なる）

その他

第1回・第2回WS
「将来の望ましくない結果」

及び、WSをうけた因果関係図
の整理

あり方懇話会委員意見・有識者
ヒアリング

市民WS

第2回WSでの投票
「望ましくない結果のきっかけで、
かつ、これなら手がうてるのでは
と思うもの」

専門家の意見の反映

病人が増え医
者が個人的に
冷たくなる〔環

境〕

食料品の原料
原産国が気に
かかるようにな

っている

食料品の物
価が上がる

安全に食べら
れるものが少

なくなる

スクラップアンド
ビルドがまだ多

い

ゴミの放置が
多くなる

お互いに知り合わ
ない、顔だけ見たと
いう関係を続けた
方が楽と考える人

が増える

企業の地域
貢献が少ない
（不景気）

近隣のつきあ
いが皆無にな

る

親が参考にで
きるよい家族
の見本が不足

している

山間部の都市
開発による雨水

被害

市民は税金が
有用につかわれ
ていないかもと
思うようになる

(安全面で）環境の
よい所と悪い所の

差がでてくる

おしゃれなまち
やイベントがなく

なる

国際的な雰囲気
がなくなる

「国際性にあふれる文化交流のまち」
の実現に失敗する

（旧居留地のよう
な）昔ながらの街
並みが消えてな

くなる

「おしゃれでハイカ
ラな生活がおくれ
るまち」というまち
の個性が弱まる

＜ｺﾐｭﾆﾃｨ＞
子どもが外で（公
園等）遊ばない。
遊べない。安全じ

ゃない

＜安全安心＞
安全な街にならない
(犯罪・防災・食）

環境問題への
意識が低下す

る

子どもがのび
のび育たなく

なる

凡 例

「魅力が息づく快適環境のまち」
の実現に失敗する

最低限のマナー
の欠如

マナー・モラ
ルが低くなる
〔安全安心〕

いっそうの核家
族化が道徳やし
つけの低下につ

ながるマナーを守れ
ない人が増

える
〔まち魅力〕

家庭・地域・学
校で、道徳観
念が歪んでくる

地震の記憶が
風化してくる

「　　　」
「新・神戸市基本構想」における
基本理念と都市像＜環境＞

住民のガバナンス意
識が根付かない

NPO活動が
活発でなく

なる

地域への参加
や助け合いが
難しくなる

＜家族＞子育
て・教育の費用
が増大する

＜安全安心＞
行政サービス
が低下する

地域で子どもを
見守り育てる機
能が働かない

＜家族＞
高い教育を
受けないと
正規就労
が難しい

対事業者サー
ビス業が衰退

する

ICT化がます
ます進む

中枢業務機
能が東京・大
阪へ集中する

市街地の商店
街や市場がも
っと衰退してい

る

福祉産業以外
の対個人サー
ビス業が衰退す

る

神戸での生産
コストが増加

する

今よりもお客
さんが少なく

なる

神戸は地域
金融が確立し

ていない

京都と比べて
神戸には起業
家が少ない

大企業のアウト
ソーシングニー
ズに神戸のベン
チャー企業がこ
たえられない

京都と比べて
神戸は大学
連携が弱い

関西経済の
地盤沈下が
進み続けてい

る

地域間競争
がおこる

日本発の貿
易量が相対
的に減る

世界の工場
機能がアジア
に移っていく

日本の人件
費はアジアに
比べて高い

製品の需要
の変動に生産
を合わせられ

ない

人材の流動
化が生じない

日本は雇用を
維持することに
重きをおいてい

る

時間費用が
増大

産業クラスタ
ーの形成に失

敗する

知的クラスタ
ーの形成に失

敗する

系列的な産業
構造がつづく

医療産業医
関連する規制
緩和が進まな

い

起業をサポート
する体制づくり
に失敗する

トランスレーシ
ョナルリサー
チに失敗する

（国籍・性別など
の）ダイバー

シティーを推進
する施策の制限

を受ける

芸術文化を支え
る民間のパトロ
ン層が京都に比

べて少ない

ストックとして
の文化資本が
不足している

高付加価値型産
業に対応した人
材育成や誘致に

失敗する

京都と比べて
中堅企業が

少ない

（一人あたりの
購買額が減少
する）

（災害危険地域
からの移転促進
に失敗する）

商店街がICT
化に失敗する

（高齢化がも
っと進んでい
る）

駅周辺への居
住誘導（コンパ
クトタウン）に失

敗する

資源不足が
深刻化する
〔環境〕

<まち魅力>
住んでみたい
街としての魅
力が減る）

行政（国）が
緩和に消極的

である

医療産業の
産業化に失敗

する

リスクに対する
判断を行政に
委ねる国民性
の傾向がある

他の産業に比
べて企業が資
金を集めにく

い

事業化に要す
る時間・コスト
が見えない

（細胞組織）医
療機器開発に係
る安全性や有効
性の審査基準
が明確でない

（一般）医療機
器開発の審査
体制が整ってい

ない

<まち魅力>
住んでみたい
街としての魅
力が減る

<まち魅力>
住んでみたい
街としての魅
力が減る）

（働く場が少
なくなる）

<安心安全>
世界経済の動
向の不透明感
が増す

<まち魅力>
交通の便が悪
くなる

<まち魅力>
企業の本社機能
が出ていく

<まち魅力>
全国規模のチ
ェーン店が神
戸を侵食する

<まち魅力>都
心のオフィス
需要が下がる

<安心安全>
安全安心なま
ちにならない

<環境>
国際交流が増
える

<環境>
（環境基準を満
たさないなど）経
済活動に支障が
出る

<ｺﾐｭﾆﾃｨ>
コミュニティが
二分化される
かも

＜所得・雇用＞
今よりもお客さん
が少なくなる

(市内での人口
が減る)

＜安全安心＞
ルールを守らな
い人が増える

（身近に目に
する）緑がなく

なる

ワンルームマンシ
ョンや相続の分筆
など小さな世帯が
増え地域の民度が

落ちる
大人も子どもも
昼夜の区別なく
生活するように

なる

資源・食糧の需
給バランスの不
安定化が表面
化してくる

「ともに築く人間尊重のまち」
の実現に失敗する

団塊の世代
が活かされな

い

インフラ(道
路・公園）が
老朽化する

※
WSの結果（望ましくない結果）を
原因と結果の関係を考えながら
中間WS等でツリー形式に整理した

原因

結果

原因

同じ分野（例：「家族」
「環境」など）内の関係
をあらわす

異なる分野間にまたが
る関係をあらわす

矢印（黒）

矢印（赤）

参考資料１ 



神戸の将来を考える 市民ＷＳ　のまとめ　みんなが主体となって協働と参画によってまちづくりを進めよう!!

（（）内が投票数。各参加者が5票ずつ持ち、①～③の各テーマへ一票ずつをその他2票は自由に投票を行った。）

行政が市政のムダを無くす (13)

市民と行政が対話を続け、市民意見が活かされて
いる実感が持てるようにする (12)

公平・公正に事業・事務を行う (3)

情報公開を進める (3)

誇りを持って職務を行う (3)

公共施設・施策を質・量ともに充実させる (1)

税金をあげない (1)

予算について情報公開を進める (1)

組織の内部統制を高める (1)

組織改革を継続する (0)

市民が参加したくなるようなイベントを開催する (9)

市民と行政が話しあいの機会を多く持つ (7)

地元を離れなくても良いように地域完結性を高める
(5)

市民が集える場を提供・確保する (4)

隣近所がなかよくする (4)

交流を推進する( 4)

市民としての自律性を大切にする (2)

地域組織の自律性を高める (0)

あいさつ・声かけをする(10)

市民ひとりが率先して、簡単なマナーを実践する。
(8)

ルールを守れる環境を整備し、規則や罰則を強化
する。(4)

親と先生が信頼できる関係になる。(3)

学校でマナー・道徳教育を進める(2)

子育て支援策を充実させる(2)

市民の文化度をあげる (2)

地域でマナー・道徳教育を進める(1)

家庭でマナー・道徳教育を進める (0)

老若男女が地域でふれあい関われる場や機会を
作る (0)

①マナー・モラルを高めるために ②地域への参加・助け合いを進め
るために

③行政の信頼を高めるために

投票結果ベスト５と各主体の取り組みとの関係

参考資料２

行政が市政のムダを無くす。

行政が、年度末に集中する
道路工事やサービスなどの
中でムダな部分を無くす。

行政は常に民間実施の場
合を意識する。

市が赤字の事業を止めてい
く。

など

市民と行政が対話を続け、
市民意見が活かされている
実感が持てるようにする。

行政が市民ともっと対話する。

市民が行政に参加できる機
会を増やす。

行政と市民で会合を開き、互
いの考えを知って理解を深め
る。

など

あいさつ・声かけをする。

市民みんなが返事が無くて
も、あいさつするよう努力す
る。

自分から誰にでも朝のあい
さつをする。

地域で声かけをする。

行政があいさつ運動をする。
など

市民が参加したくなるイベ
ントを開催する。

市民がイベント（行政の行事や
地域の祭りなど）を考えたり、参
加をする。

行政が地域の祭りのお知らせ
などの支援や参加を呼びかけ
るとともに、参加したくなるよう
なイベントを開催する。

市民と行政が地域でのイベント
等で結束を固める。 など

市民一人ひとりが率先して
簡単なマナーを実践する。

市民一人ひとりが道に落ちてい
るゴミを拾うようにする。

親がマナー･モラルを守る姿を
こどもに見せて学ばせる。

市民の生活の中で公共マナー
を地域に根付かせる。

など

協働と参画の領域市民の領域 行政の領域

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●
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